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研究経過の概要 

 環境芸術は、人間と環境との関わりについて、美や快適性などの観点から表現する活動、ま 

たはその成果といえよう。この分野は古くから存在してきたが、研究対象として十分なとりく 

みがなされてきたとはいえず、今後に発展が期待される分野である。そのため今回は、環境芸 

術に関する分野として、造園、建築、都市、地域を主にとりあげて、それぞれについて国内外 

の関連分野からの学術論文、文献、資料の収集を行い、データベースソフトを用いて、その整 

理・分類を行うこととした。 

 対象とした文献は、造園学雑誌（1925－1927）、造園研究（1931－1940）、造園雑誌（1934－ 

1994）、日本造園学会春季・秋季大会研究発表要旨集（1977－1982）、日本造園学会研究発表論 

文集（1983－1994）都市計画（1955－1995）、日本都市計画学会学術研究発表会論文集（1977－ 
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1994）、建築雑誌（1924－1994）、日本建築学会論文報告集（1958－1994）、土木学会誌（1966－ 

1991）、土木計画学研究論文集（1969－1991）、農村計画（1991）、風景（1949）、都市公園（19 

69）、都市公論（1936－1937）、都市問題（1954－1957）、都市問題研究（1962－1970）、ランド 

スケープ（1969－1971）、公園緑地（1949－1970）、国立公園（1937－1971）、日本庭園（1956－ 

1970）、新園芸（1951）、緑化（1949）、ガーデン（1959）、建築史研究（1964）、建築文化（196 

9－1970）、建築と社会（1960－1968）、新建築（1965－1966）、国際建築（1959－1965）、新都 

市（1951－1968）、SD（1966）、ジュリスト（1966）、スペース・デザイン（1964）、観光（19 

42－1971）、観光研究（1960－1961）、国際観光（1940－1952）、国土（1960－1970）、千葉大学 

園芸学術報告（1964－1965）、道路（1959）、地域開発（1966－1971）、地理（1964）、人文地理 

（1955）、不動産研究（1971）、宅地開発（1969）、区画整理（1960）などの学術雑誌及び専門雑 

誌とそれぞれの分野の関連文献である。 

 

研究成果について 

 研究成果は次のようである。 

 環境芸術研究の流れを概観するために、平成 5年度から 7年度にかけて、学術論文、文献、 

資料の収集を行い、データベースソフトによりこれらの資料整理を行う体制を整えた。資料整 

理に関しては、文献を著書、研究論文、報告、総説、評論に類別し、それぞれについて図－1 

のように摘要、キーワード、トピックスを作成してそれらのデータベース化を行った。平成 6 

年度からは国外の関連文献、資料の収集とそのデータベース化に着手し、平成 7年度はこれら 

に重点をおいてデータベース化を行った。 

 以上をもって、環境芸術に関わる造園、建築、都市、地域に関する内外の関連分野からの学 

術論文、文献、資料の一応のデータベース化を完了した。成果はフロッピーディスクに収録さ 

れ、今後の研究活動に供される。 

 

研究の反省 

 研究対象の関連分野が広く、文献が多岐にわたるため、すべての文献に対する摘要の作成は 

充分になされたとはいいがたい。また、各部門でキーワードに対する認識の相違がみられたた 

め、各部門におけるキーワード概念の統合化が必要とされよう。国外の文献については、367 

の文献のデータベース化を行ったが、これらのすべての文献を入手することは困難であったた 

め、摘要の作成は限定されたものとなっている。研究論文、文献のデータベース化は継続して 

行う必要があるため、今後も上記の課題にとりくむとともに、継続してデータベースの充実を 

図り、院生、学生の利用にも役立てるものとしたい。 
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